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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　多量のパチンコ玉を貯留する大型貯留タンクと、該大型貯留タンクに対して並設される
複数のパチンコ島台と、の間で交流樋を介して相互にパチンコ玉のやり取りを行う島交流
式玉移送システムにおいて、
　前記複数のパチンコ島台は、前記大型貯留タンクと隣接して配置される主パチンコ島台
と、前記大型貯留タンクが隣接される側とは反対側の位置で前記主パチンコ島台に対して
並設される複数の従パチンコ島台と、からなり、該複数の従パチンコ島台は、前記主パチ
ンコ島台から最も遠い位置に配置される最遠従パチンコ島台と、該最遠従パチンコ島台と
前記主パチンコ島台との間に配置される中間従パチンコ島台と、からなり、
　前記交流樋は、
　前記大型貯留タンクから送り込まれたパチンコ玉を前記複数のパチンコ島台に補給する
他島補給樋と、
　前記複数のパチンコ島台内で溢れたパチンコ玉を前記大型貯留タンクに向けて回収する
他島回収樋と、からなり、
　前記他島補給樋及び前記他島回収樋は、隣接する各パチンコ島台間にそれぞれ１本ずつ
所定の傾斜角度で架設されて当該傾斜による自然落下によりパチンコ玉のやり取りを行い
、
　前記中間従パチンコ島台は、当該中間従パチンコ島台の他島回収樋でパチンコ玉が充満
した状態で前記最遠従パチンコ島台側に隣接する他の従パチンコ島台の他島回収樋からパ
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チンコ玉が送り込まれたときに、当該他の従パチンコ島台の他島回収樋から送り込まれた
パチンコ玉だけを貯留する玉貯留部を備えることを特徴とする島交流式玉移送システム。
【請求項２】
　前記複数の従パチンコ島台のうち少なくとも前記最遠従パチンコ島台には、遊技者が獲
得したパチンコ玉を島台内部に向けて返却するための玉返却装置が設置され、
　前記複数の従パチンコ島台は、それぞれ、
　当該パチンコ島台に列設される複数の遊技機の裏面側から排出された使用済みのパチン
コ玉や前記玉返却装置が設置される場合に当該玉返却装置から返却されたパチンコ玉を回
収する自島回収樋と、
　該自島回収樋によって回収されたパチンコ玉を揚送する玉揚送装置と、
　該玉揚送装置によって揚送されたパチンコ玉を貯留すると共に、前記他島補給樋及び前
記他島回収樋が接続された上部タンクと、
　該上部タンクのパチンコ玉を前記遊技機に誘導する自島補給樋と、
　前記自島回収樋によって回収されたパチンコ玉を受け入れて前記玉揚送装置に誘導する
下部貯留タンクと、を備え、
　前記最遠従パチンコ島台と隣接して配置される前記中間従パチンコ島台は、
　当該中間従パチンコ島台の他島回収樋でパチンコ玉が充満した状態で前記最遠従パチン
コ島台の他島回収樋からパチンコ玉が送り込まれたときに、前記最遠従パチンコ島台の他
島回収樋から送り込まれたパチンコ玉を前記下部貯留タンク内の貯留空間である前記玉貯
留部に送り込むオーバーフロー通路を備えることを特徴とする請求項１記載の島交流式玉
移送システム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、多量のパチンコ玉を貯留する大型貯留タンクと、該大型貯留タンクに対して
並設される複数のパチンコ島台と、の間で交流樋を介して相互にパチンコ玉のやり取りを
行う島交流式玉移送システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、特許文献１に開示されているように、多量のパチンコ玉を貯留する大型貯留タン
クと、該大型貯留タンクに対して並設される複数のパチンコ島台との間で交流樋を介して
相互にパチンコ玉のやり取りを行う島交流式玉移送システムを採用することで、効率よく
パチンコ玉を循環使用するものが提案されている。特許文献１の島交流式玉移送システム
では、パチンコ島台に設けられるパチンコ玉貯留用の下部貯留タンク内に玉量検出センサ
を設けると共に、当該玉量検出センサの検出に基づいて開閉制御されるシャッター装置を
交流樋に設けることで、交流樋を介した各パチンコ島台間でのパチンコ玉のやり取りをス
ムーズに行わせるようになっている。しかしながら、このように下部貯留タンク内の玉量
検出センサや交流樋のシャッター装置等の制御部品を設けて各パチンコ島台間のパチンコ
玉の流れを制御する構成では、その分、システム構成の製品単価が高騰するという問題を
有している。
　そこで、島交流式玉移送システムにおいて、各パチンコ島台間に設けられる交流樋（大
型貯留タンク側からのパチンコ玉補給用となる他島補給樋、及び大型貯留タンク側へのパ
チンコ玉回収用となる他島回収樋）を１島あるいは２島飛ばしで所定の傾斜角度を設けて
架設することにより、上記した玉量検出センサやシャッター装置等の制御部品を設けるこ
となく交流樋の傾斜によるパチンコ玉の自然落下により、大型貯留タンクから複数のパチ
ンコ島台に向けたパチンコ玉の補給、及び複数のパチンコ島台から大型貯留タンクに向け
たパチンコ玉の回収を確実に且つスムーズに行えるようにしたものが提案されている（本
出願人が特願２０１１－１０４８２８号で提案）。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００３】
【特許文献１】特開２００３－１２６５１５号公報（図１）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところが、上記した島交流式玉移送システムにおいて、各パチンコ島台間に設けられる
交流樋を１島あるいは２島飛ばしで架設した場合、パチンコ島台間の交流樋の架設数（他
島補給樋と他島回収樋とを合わせたトータルとしての架設数）が３～４本と多くの本数に
なってしまい、外観的に見栄えが悪くなるという問題が生じてしまう。
　本発明は上記した事情に鑑みなされたものであり、その目的とするところは、システム
構成の製品単価を抑えた上で各パチンコ島台及び大型貯留タンク間でのパチンコ玉のやり
取りを確実に且つスムーズに行うことができ、また、各パチンコ島台間に架設される交流
樋を含んだパチンコ島台全体としての見栄えを向上することができる島交流式玉移送シス
テムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記した目的を達成するために、請求項１の発明においては、多量のパチンコ玉を貯留
する大型貯留タンクと、該大型貯留タンクに対して並設される複数のパチンコ島台と、の
間で交流樋を介して相互にパチンコ玉のやり取りを行う島交流式玉移送システムにおいて
、前記複数のパチンコ島台は、前記大型貯留タンクと隣接して配置される主パチンコ島台
と、前記大型貯留タンクが隣接される側とは反対側の位置で前記主パチンコ島台に対して
並設される複数の従パチンコ島台と、からなり、該複数の従パチンコ島台は、前記主パチ
ンコ島台から最も遠い位置に配置される最遠従パチンコ島台と、該最遠従パチンコ島台と
前記主パチンコ島台との間に配置される中間従パチンコ島台と、からなり、前記交流樋は
、前記大型貯留タンクから送り込まれたパチンコ玉を前記複数のパチンコ島台に補給する
他島補給樋と、前記複数のパチンコ島台内で溢れたパチンコ玉を前記大型貯留タンクに向
けて回収する他島回収樋と、からなり、前記他島補給樋及び前記他島回収樋は、隣接する
各パチンコ島台間にそれぞれ１本ずつ所定の傾斜角度で架設されて当該傾斜による自然落
下によりパチンコ玉のやり取りを行い、前記中間従パチンコ島台は、当該中間従パチンコ
島台の他島回収樋でパチンコ玉が充満した状態で前記最遠従パチンコ島台側に隣接する他
の従パチンコ島台の他島回収樋からパチンコ玉が送り込まれたときに、当該他の従パチン
コ島台の他島回収樋から送り込まれたパチンコ玉だけを貯留する玉貯留部を備えることを
特徴とする。
【０００６】
　また、請求項２の発明においては、請求項１記載の島交流式玉移送システムにおいて、
前記複数の従パチンコ島台のうち少なくとも前記最遠従パチンコ島台には、遊技者が獲得
したパチンコ玉を島台内部に向けて返却するための玉返却装置が設置され、前記複数の従
パチンコ島台は、それぞれ、当該パチンコ島台に列設される複数の遊技機の裏面側から排
出された使用済みのパチンコ玉や前記玉返却装置が設置される場合に当該玉返却装置から
返却されたパチンコ玉を回収する自島回収樋と、該自島回収樋によって回収されたパチン
コ玉を揚送する玉揚送装置と、該玉揚送装置によって揚送されたパチンコ玉を貯留すると
共に、前記他島補給樋及び前記他島回収樋が接続された上部タンクと、該上部タンクのパ
チンコ玉を前記遊技機に誘導する自島補給樋と、前記自島回収樋によって回収されたパチ
ンコ玉を受け入れて前記玉揚送装置に誘導する下部貯留タンクと、を備え、前記最遠従パ
チンコ島台と隣接して配置される前記中間従パチンコ島台は、当該中間従パチンコ島台の
他島回収樋でパチンコ玉が充満した状態で前記最遠従パチンコ島台の他島回収樋からパチ
ンコ玉が送り込まれたときに、前記最遠従パチンコ島台の他島回収樋から送り込まれたパ
チンコ玉を前記下部貯留タンク内の貯留空間である前記玉貯留部に送り込むオーバーフロ
ー通路を備えることを特徴とする。
【発明の効果】
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【０００７】
　請求項１の発明においては、各パチンコ島台間に架設される補給用及び回収用の交流樋
（他島補給樋及び他島回収樋）をそれぞれ所定の傾斜角度で１本ずつ設けて、各パチンコ
島台間のパチンコ玉のやり取りを架設した交流樋の傾斜による自然落下により行う。これ
により、パチンコ島台全体としての見栄えを向上することができ、また、玉量検出センサ
やシャッター装置等の制御部品を設ける必要がないので、島交流式玉移送システムにおけ
るシステム構成の製品単価を抑えることができる。さらには、このようなシステム構成に
おいて、中間従パチンコ島台の他島回収樋でパチンコ玉が充満した状態で最遠従パチンコ
島台側に隣接する他の従パチンコ島台の他島回収樋からパチンコ玉が送り込まれたときに
は、その送り込まれたパチンコ玉を当該中間従パチンコ島台の玉貯留部で貯留するように
なっている。このため、パチンコ玉の玉詰まりによってシステム全体としてのパチンコ玉
の玉流れをストップさせてしまう不具合を回避することができ、結果として、各パチンコ
島台及び大型貯留タンク間でのパチンコ玉のやり取りを確実に且つスムーズに行うことが
できる。
【０００８】
　また、請求項２の発明においては、上記した請求項１記載の構成で、最遠従パチンコ島
台と隣接して配置される中間従パチンコ島台の他島回収樋でパチンコ玉が充満した状態、
言い換えれば、当該中間従パチンコ島台の上部タンクがパチンコ玉で満杯になった状態に
おいて、最遠従パチンコ島台に設置された玉返却装置に多量のパチンコ玉が返却されるこ
とで最遠従パチンコ島台の他島回収樋から当該中間従パチンコ島台に向けてパチンコ玉が
送り込まれる場合、当該中間従パチンコ島台の上部タンクからパチンコ玉が溢れることに
なるが、その溢れたパチンコ玉は、オーバーフロー通路を通って下部貯留タンク内の玉貯
留部に貯留される。これにより、最遠従パチンコ島台に設置された玉返却装置に多量のパ
チンコ玉が返却される場合でも、パチンコ玉の玉詰まりによってシステム全体としてのパ
チンコ玉の玉流れをストップさせてしまう不具合を回避することができ、結果として、各
パチンコ島台及び大型貯留タンク間でのパチンコ玉のやり取りを確実に且つスムーズに行
うことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】複数のパチンコ島台とそれに関連して設けられるベースタンク及び交流樋との関
係を示す側面から見た全体概略図である。
【図２】ベースタンクに隣り合って設けられる主パチンコ島台の内部構造を示す正面図で
ある。
【図３】主パチンコ島台の上部タンクの内部構造を示すベースタンク側から見た斜視図で
ある。
【図４】主パチンコ島台の上部タンクの内部構造を示すベースタンク側から見た斜視図で
ある。
【図５】主パチンコ島台の上部タンクの内部構造を示す側面図である。
【図６】主パチンコ島台の上部タンクとベースタンクとが返却樋及び交流樋を介して接続
された状態を示す斜視図である。
【図７】ベースタンクに隣り合わない従パチンコ島台の内部構造を示す正面図である。
【図８】従パチンコ島台の上部タンクの内部構造を示す非ベースタンク側から見た斜視図
である。
【図９】従パチンコ島台の上部タンクの内部構造を示すベースタンク側から見た斜視図で
ある。
【図１０】従パチンコ島台の上部タンクの内部構造を示すベースタンク側から見た斜視図
である。
【図１１】従パチンコ島台の上部タンクの内部構造を示すベースタンク側から見た斜視図
である。
【図１２】従パチンコ島台の上部タンクの内部構造を示す側面図である。
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【図１３】従パチンコ島台に設けられる上部タンク及び下部貯留タンクを示す斜視図であ
る。
【図１４】下部貯留タンクの内部を第１側板側から透視した状態の斜視図である。
【図１５】下部貯留タンクの玉合流部を示す斜視図である。
【図１６】下部貯留タンクの玉合流部を示す平面図である。
【図１７】同図（Ａ），（Ｂ）はそれぞれ従パチンコ島台間でのパチンコ玉の玉流れ作用
を示す側面図である。
【図１８】同図（Ａ），（Ｂ）はそれぞれ従パチンコ島台間でのパチンコ玉の玉流れ作用
を示す側面図である。
【図１９】同図（Ａ），（Ｂ）はそれぞれ従パチンコ島台間でのパチンコ玉の玉流れ作用
を示す側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態について説明する。先ず、図１を参照して、本
実施形態における複数のパチンコ島台の関係について説明する。図１は、複数のパチンコ
島台Ａ１～Ａ４とそれに関連して設けられるベースタンクＢ及び交流樋１ａ～１ｆとの関
係を示す側面から見た全体概略図である。
【００１１】
　先ず、図１において、遊技場に設置される複数のパチンコ島台Ａ１～Ａ４（遊技場によ
っては、それ以上又は以下のパチンコ島台が設置される）には、それぞれ内部にパチンコ
玉を貯留する下部貯留タンク１３，２５が内蔵され、その下部貯留タンク１３に貯留され
たパチンコ玉を玉揚送装置２０（図２及び図７参照）で上部タンク３１～３４に揚送し、
それぞれのパチンコ島台Ａ１～Ａ４に設置される遊技機としてのパチンコ機１０や玉貸機
１９（共に図２及び図７参照）に玉を補給するようになっている。パチンコ機１０で使用
されたパチンコ玉は、自島回収樋としての回収樋１２（図２及び図７参照）に回収されて
前記下部貯留タンク１３，２５に導かれ、再度玉揚送装置２０によって揚送される。これ
によってパチンコ玉がパチンコ島台Ａ１～Ａ４内を循環する。なお、大型貯留タンクとし
てのベースタンクＢと隣接して配置される主パチンコ島台となるパチンコ島台Ａ１（以下
、「主パチンコ島台Ａ１」という。）に設けられる下部貯留タンク１３は、比較的少ない
パチンコ玉（２万個程度）を貯留し得る容量の貯留空間が形成されている。一方、主パチ
ンコ島台（パチンコ島台Ａ１）以外の従パチンコ島台となるパチンコ島台Ａ２～Ａ４（以
下、「従パチンコ島台Ａ２～Ａ４」という。）に設けられる下部貯留タンク２５は、比較
的多いパチンコ玉（９万個程度）を貯留し得る容量の貯留空間が形成されている。パチン
コ島台Ａ１～Ａ４の詳細な構造については後で詳述する。なお、本実施形態においては、
主パチンコ島台Ａ１に下部貯留タンク１３を設けたものを示したが、主パチンコ島台Ａ１
の内部には、パチンコ玉を多量に貯留する必要がないため、下部貯留タンクを設けなくて
もよい。ただし、複数列のパチンコ玉を整列させて玉揚送装置２０に供給できるような程
度の貯留機能がある構造のもの付加することが望ましい。また、従パチンコ島台Ａ２～Ａ
４のうち主パチンコ島台Ａ１から最も遠い位置に配置される従パチンコ島台Ａ４が本発明
に係る最遠従パチンコ島台であり、該最遠従パチンコ島台と主パチンコ島台Ａ１との間に
配置される従パチンコ島台Ａ２，Ａ３が本発明に係る中間従パチンコ島台である。
【００１２】
　また、パチンコ島台Ａ１～Ａ４のうちの所定数の従パチンコ島台Ａ２，Ａ４には、遊技
者が獲得したパチンコ玉を返却するための玉返却装置５がその島端（必ずしも島端でなく
てもよい、例えば、島中央）に設けられている。玉返却装置５によって返却されるパチン
コ玉数が極めて多量になると、玉揚送装置２０で揚送されたパチンコ玉は、上部タンク３
２からは交流樋１ｂを介して、また、上部タンク３４からは交流樋１ｆ、１ｄ及び１ｂを
介して、それぞれベースタンクＢに返却されるようになっている。主パチンコ島台Ａ１に
おける従パチンコ島台Ａ２とは反対側の位置には、大型のベースタンクＢが設けられてい
る。ベースタンクＢは、パチンコ島台Ａ１～Ａ４で必要とされるパチンコ玉量を貯留し得
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るようになっており、例えば、１つのパチンコ島台に必要な玉量が５０万個であるとすれ
ば、４つのパチンコ島台Ａ１～Ａ４に必要なパチンコ玉量は２００万個である。そして、
ベースタンクＢは、パチンコ島台Ａ１～Ａ４で必要なパチンコ玉２００万個を貯留し得る
容量を有するように構成されている。
【００１３】
　また、上記したパチンコ島台Ａ１～Ａ４は、玉量が不足したとき又は玉量が充満したと
きにベースタンクＢから不足した玉を受け入れたり、ベースタンクＢに過剰の玉を送り出
したりするようになっている。このため、パチンコ島台Ａ１，Ａ２間、パチンコ島台Ａ２
，Ａ３間、及びパチンコ島台Ａ３，Ａ４間には、それぞれパチンコ玉のやり取りを行うた
めの交流樋１ａ～１ｆが交差状に差し渡されている。具体的に、パチンコ島台Ａ１，Ａ２
間には、主パチンコ島台Ａ１の上部タンク３１から従パチンコ島台Ａ２の上部タンク３２
に向けてパチンコ玉を送り込む交流樋１ａと、従パチンコ島台Ａ２の上部タンク３２から
主パチンコ島台Ａ１の上部タンク３１に向けてパチンコ玉を送り込む交流樋１ｂと、が設
けられている。パチンコ島台Ａ２，Ａ３間には、従パチンコ島台Ａ２の上部タンク３２か
ら従パチンコ島台Ａ３の上部タンク３３に向けてパチンコ玉を送り込む交流樋１ｃと、従
パチンコ島台Ａ３の上部タンク３３から従パチンコ島台Ａ２の上部タンク３２に向けてパ
チンコ玉を送り込む交流樋１ｄと、が設けられている。パチンコ島台Ａ３，Ａ４間には、
従パチンコ島台Ａ３の上部タンク３３から従パチンコ島台Ａ４の上部タンク３４に向けて
パチンコ玉を送り込む交流樋１ｅと、従パチンコ島台Ａ４の上部タンク３４から従パチン
コ島台Ａ３の上部タンク３３に向けてパチンコ玉を送り込む交流樋１ｆと、が設けられて
いる。
【００１４】
　なお、パチンコ島台Ａ１，Ａ２間に設けられる交流樋１ｂは、その下流端側が主パチン
コ島台Ａ１の上部タンク３１の内部を貫通してベースタンクＢまで延設されており、従パ
チンコ島台Ａ２の上部タンク３２から交流樋１ｂを流下するパチンコ玉は、主パチンコ島
台Ａ１の上部タンク３１を通ってベースタンクＢに送り込まれるようになっている。また
、ベースタンクＢと主パチンコ島台Ａ１との間には、主パチンコ島台Ａ１の上部タンク３
１からベースタンクＢに向けてパチンコ玉を送り込む交流樋としての返却樋３が差し渡さ
れると共に、ベースタンクＢから主パチンコ島台Ａ１の下部貯留タンク１３に向けてパチ
ンコ玉を送り込む流入樋４が差し渡されている。また、交流樋１ａ～１ｆのうちベースタ
ンクＢから送り込まれたパチンコ玉を複数のパチンコ島台Ａ２～Ａ４に補給する交流樋１
ａ，１ｃ，１ｅが本発明に係る他島補給樋であり、複数のパチンコ島台Ａ２～Ａ４内で溢
れたパチンコ玉をベースタンクＢに向けて回収する交流樋１ｂ，１ｄ，１ｆが本発明に係
る他島回収樋である。
【００１５】
　以上、複数のパチンコ島台Ａ１～Ａ４の関係についての概略を説明したが、上記のよう
に複数のパチンコ島台を１つの島台ブロックとして交流樋１ａ～１ｆでパチンコ玉の搬送
を行う形式を島交流と呼んでいる。そこで、次に島交流形式の各パチンコ島台の詳細な構
造について説明する。先ず、ベースタンクＢと隣接する主パチンコ島台Ａ１及び該主パチ
ンコ島台Ａ１に設けられる上部タンク３１について、図２乃至図６を参照して説明する。
図２は、主パチンコ島台Ａ１の内部構造を示す正面図である。図３及び図４は、主パチン
コ島台Ａ１の上部タンク３１を示すベースタンクＢ側から見た斜視図である。図５は、主
パチンコ島台Ａ１の上部タンク３１の内部構造を示す側面図である。図６は、主パチンコ
島台Ａ１の上部タンク３１とベースタンクＢとが返却樋３及び交流樋１ｂを介して接続さ
れた状態を示す斜視図である。
【００１６】
　なお、主パチンコ島台Ａ１と従パチンコ島台Ａ２～Ａ４との両者の構造はほぼ同じであ
るが、主パチンコ島台Ａ１に設けられる上部タンク３１及び下部貯留タンク１３と、従パ
チンコ島台Ａ２～Ａ４に設けられる上部タンク３２～３４（上部タンク３２～３４はそれ
ぞれ同一構造である）及び下部貯留タンク２５との構造において相違する点がある。
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【００１７】
　図２において、主パチンコ島台Ａ１は、前述したように内部に比較的少ないパチンコ玉
を貯留する下部貯留タンク１３が内蔵され、その下部貯留タンク１３に貯留されたパチン
コ玉を主パチンコ島台Ａ１のほぼ中央に立設される玉揚送装置２０で上部タンク３１に揚
送し、主パチンコ島台Ａ１に設置されるパチンコ機１０や玉貸機１９に自島補給樋として
の補給樋２１を介して玉を補給するようになっている。パチンコ機１０で使用されたパチ
ンコ玉は、アウト玉箱１１を介して回収樋１２に放出され、その回収樋１２に回収されて
下部貯留タンク１３に導かれた後に再度玉揚送装置２０によって揚送される。これによっ
てパチンコ玉が主パチンコ島台Ａ１内を循環する。
【００１８】
　主パチンコ島台Ａ１に内蔵される下部貯留タンク１３は、直方体状に形成され、その底
面に玉揚送装置２０の導入樋１６に向かって下り傾斜する底板１４を有している。また、
下部貯留タンク１３の上流側の上部には流入口１８が開設されているが、この流入口１８
は、前述した流入樋４を通してベースタンクＢから流入するパチンコ玉を受け入れるため
の開口であり、ベースタンクＢと隣接する主パチンコ島台Ａ１にのみ設けられる。
【００１９】
　また、下部貯留タンク１３には、隣り合うベースタンクＢから流入するパチンコ玉が少
なくなって下部貯留タンク１３内の玉量も少なくなったことを検出する図示しない玉量セ
ンサが設けられている。この玉量センサは、ベースタンクＢのパチンコ玉貯留量が不足し
ていることを検出するものである。さらに、下部貯留タンク１３は、主パチンコ島台Ａ１
のほぼ中央に立設される玉揚送装置２０の一側部位（図２において右側）に設置されてい
るので、反対側に設置されたパチンコ機１０からのアウト玉を回収する回収樋１２を流れ
るパチンコ玉を下部貯留タンク１３に導くために該回収樋１２と下部貯留タンク１３との
間に連絡樋１７が差し渡されている。この連絡樋１７の末端は、導入樋１６の接続位置の
やや上部である。
【００２０】
　上記した下部貯留タンク１３に貯留されていたパチンコ玉は、導入樋１６により複数列
に整列されて玉揚送装置２０に送り込まれる。玉揚送装置２０は、図示の実施形態の場合
、モータ内蔵プーリによって旋回駆動される揚送ベルトと該揚送ベルトに対面して設けら
れ且つ揚送ベルトとの間にパチンコ玉を挟持しながら研摩する研摩布とを有し、導入樋１
６から導かれたパチンコ玉を揚送ベルトの摩擦力によって上部に研摩しながら揚送するも
のである。
【００２１】
　玉揚送装置２０によって揚送されたパチンコ玉は、上部タンク３１に排出される。上部
タンク３１は、受け入れたパチンコ玉を補給樋２１、交流樋１ａ、返却樋３等に振り分け
る機能を有している。以下、主パチンコ島台Ａ１に設けられる上部タンク３１の構造につ
いて説明する。上部タンク３１は、外壁板によって直方体形状に形成されている。非ベー
スタンクＢ側となる上部タンク３１の一側面を形成する外壁板には、上部タンク３１内の
パチンコ玉を従パチンコ島台Ａ２の上部タンク３２に補給するための交流樋１ａが接続さ
れる玉補給口（図示しない）と、従パチンコ島台Ａ２の上部タンク３２から溢れたパチン
コ玉をベースタンクＢに送り込むための交流樋１ｂが貫通される玉受入口（図示しない）
と、が穿設されている。一方、ベースタンクＢ側となる上部タンク３１の他側面を形成す
る外壁板には、図２に示すように、上部タンク３１から溢れたパチンコ玉をベースタンク
Ｂに返却するための返却樋３が接続される玉返却口４４と、交流樋１ｂの下流端側をベー
スタンクＢに差し渡す玉返却口４５と、が穿設されている。なお、交流樋１ｂを上部タン
ク３１に貫通設置する構造として、ベースタンクＢと上部タンク３１の玉受入口とを連結
する上流側交流樋１ｂと、上部タンク３１の玉受入口と玉返却口４４とを連結する内部交
流樋１ｂと、上部タンク３１の玉返却口４４とベースタンクＢの返却用分岐箱３８（図６
参照）とを連結する下流側交流樋１ｂとを別々に配置固定して１つの交流樋１ｂとしても
よいし、従パチンコ島台Ａ２の上部タンク３２とベースタンクＢの返却用分岐箱３８とを
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連結する１本の交流樋１ｂを上部タンク３１の玉受入口と玉返却口４４とを突き刺すよう
に貫通させてもよい。
【００２２】
　また、上部タンク３１の内部は、図３乃至図５に示すように、ベースタンクＢ側から見
た（図３乃至図５を正面から見た）右から左の順で、玉揚送装置２０によって揚送された
パチンコ玉を振り分ける玉振分空間５１と、返却樋３の上流部が設置されると共に交流樋
１ｂの下流部を貫通させる樋設置空間５２と、玉揚送装置２０の上部が下方から貫通設置
される揚送装置設置空間５３と、揚送装置設置空間５３に設置される玉揚送装置２０の玉
排出樋２０ａ（玉排出口２０ｂ）と反対側（図２に示す玉揚送装置２０の左側）の島台部
分に列設されるパチンコ機１０にパチンコ玉を送り込む玉送り空間５４と、に直方体形状
の内部空間を縦方向に固定される複数の区画板によって区画されている。なお、揚送装置
設置空間５３に設置される玉揚送装置２０の玉排出樋２０ａは、揚送装置設置空間５３と
玉振分空間５１とを連通するように樋設置空間５２の上側領域内を貫通して配置される。
【００２３】
　玉振分空間５１には、玉排出樋２０ａの下流端側の下方位置に玉振分板６１が傾斜状に
固定して設けられている。この玉振分板６１は、樋設置空間５２から玉振分空間５１に向
かう方向に若干下り傾斜して配置されており、その下流端下方には、玉振分板６１上を流
下したパチンコ玉を玉揚送装置２０の玉排出口２０ｂ側（図２に示す玉揚送装置２０の右
側）の島台部分に列設されるパチンコ機１０に送り込むための自島補給経路としての玉送
り通路６２が形成されている。玉送り通路６２の下流端には、当該玉送り通路６２を流下
したパチンコ玉を玉排出口２０ｂ側（図２に示す玉揚送装置２０の右側）の補給樋２１に
導出する導出口６３が設けられている。
【００２４】
　玉振分板６１の一側端部（ベースタンクＢ側の端部）と上部タンク３１の外壁面との間
には、玉振分板６１上で振り分けられたパチンコ玉を玉送り空間５４側へ誘導する誘導通
路を構成する第一及び第二の誘導板６４，６５が設けられている。第一の誘導板６４は、
第二の誘導板６５側に若干下り傾斜して設けられている。誘導通路の下流端となる第二の
誘導板６５の端部は、玉振分空間５１と玉送り空間５４とを連通するように樋設置空間５
２及び揚送装置設置空間５３を貫通して配置される接続樋６６の上流端に接続されている
。一方、玉振分板６１の他側端部（非ベースタンクＢ側の端部）は、上部タンク３１の外
壁面と当接して配置されており、その一部分には、玉振分板６１上のパチンコ玉を下方に
落下させる他島補給経路としての落下口６７が穿設されている。落下口６７の下方には、
玉補給口に接続された交流樋１ａの上流端が配置されており（図５参照）、落下口６７か
ら落下したパチンコ玉は、交流樋１ａに送り込まれるようになっている。
【００２５】
　また、玉振分空間５１内に若干突出して配置される玉排出樋２０ａの真下位置には、玉
振分板６１上で溢れたパチンコ玉を樋設置空間５２に設置された返却樋３の上流部に誘導
する溢玉誘導経路としての返却通路６９が形成されている。なお、玉振分板６１、第一の
誘導板６４、及び第二の誘導板６５と、返却通路６９との間には、仕切板７０が設けられ
ている。これにより、玉振分板６１上で仕切板７０の上端を越えて溢れたパチンコ玉のみ
が返却通路６９に誘導されるようになっている。また、返却通路６９の下流端には、樋設
置空間５２と連通することで当該返却通路６２を流下したパチンコ玉を返却樋３に排出す
る排出口７１が設けられている。
【００２６】
　玉送り空間５４には、玉振分空間５１（第二の誘導板６５の端部）との間で差し渡され
た接続樋６６の下流端と連通して、当該接続樋６６を流下したパチンコ玉を玉揚送装置２
０の玉排出口２０ｂと反対側（図２に示す玉揚送装置２０の左側）の島台部分に列設され
るパチンコ機１０に送り込むための自島補給経路としての玉送り通路７２が形成されてい
る。玉送り通路７２の下流端には、当該玉送り通路７２を流下したパチンコ玉を玉排出口
２０ｂと反対側（図２に示す玉揚送装置２０の左側）の補給樋２１に導出する導出口７３
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が設けられている。
【００２７】
　しかして、上記した上部タンク３１の構成において、玉揚送装置２０の玉排出樋２０ａ
から排出されたパチンコ玉は、玉振分空間５１の上部に傾斜状に固定される玉振分板６１
上に落下する。そして、当該玉振分板６１の振り分けによって玉振分板６１上を流下する
パチンコ玉は、玉送り通路６２を通って導出口６３から補給樋２１に導出されて、玉排出
口２０ｂ側のパチンコ機１０に補給される。また、玉振分板６１の振り分けによって玉振
分板６１上から誘導通路（第一及び第二の誘導板６４，６５）側に送り込まれたパチンコ
玉、言い換えれば、玉排出口２０ｂ側の補給樋２１が満杯となって誘導通路側に送り込ま
れたパチンコ玉は、接続樋６６を通って玉送り空間５４の玉送り通路７２に流れた後に導
出口７３から補給樋２１に導出されて、玉排出口２０ｂと反対側のパチンコ機１０に補給
される。また、玉振分板６１の振り分けによって玉振分板６１に穿設された落下口６７か
ら下方に落下したパチンコ玉は、交流樋１ａの上流端に送り込まれてパチンコ島台Ａ２の
上部タンク３２に補給される。また、玉振分板６１上で仕切板７１の上端を越えて溢れた
パチンコ玉は、返却通路６９を通って排出口７１から返却樋３に送り込まれて、ベースタ
ンクＢに返却される。
【００２８】
　上記したように、玉揚送装置２０によって研摩揚送されたパチンコ玉は、先ず、優先的
に自島の補給樋２１に補給されるように振り分けられる。なお、上部タンク３１の構造上
、上記したように一方の補給樋２１が満杯となった後に他方の補給樋２１に補給する構造
となっているが、玉揚送装置２０によって揚送される単位時間当りの揚送量が一方の補給
樋２１を介して消費される平均的な玉量よりも断然多いので、常時両方の補給樋２１にパ
チンコ玉が補給されている状態となっている。
【００２９】
　以上、主パチンコ島台Ａ１の構成について説明したが、この主パチンコ島台Ａ１に設け
られる上部タンク３１は、自島における各パチンコ機１０へのパチンコ玉を最優先に誘導
し、その誘導が必要なくなったときに交流樋１ａを介して従パチンコ島台Ａ２へ誘導し、
さらにその誘導が必要なくなったときに返却樋３を介してベースタンクＢに誘導するよう
に構成されている。これにより、自島へのパチンコ玉の補給及び従パチンコ島台Ａ２への
パチンコ玉の供給をスムーズに行うことができる。なお、玉排出樋２０ａから排出された
パチンコ玉の落下位置を玉振分板６１及び第一誘導板６４に跨る範囲にして、各玉送り通
路６２，７２に対して個々に均等にパチンコ玉を補給するようにしてもよい。
【００３０】
　ところで、ベースタンクＢと隣接する主パチンコ島台Ａ１に設けられる上部タンク３１
の構成としては、前述したように返却樋３の上流部が設置されると共に、交流樋１ｂの下
流部を貫通させる樋設置空間５２を設けており、返却樋３及び交流樋１ｂは、その下流端
がベースタンクＢに接続されるようになっている。以下、このような主パチンコ島台Ａ１
の上部タンク３１とベースタンクＢとの間に設けられる返却樋３及び交流樋１ｂと、該返
却樋３及び交流樋１ｂの下流端が接続されるベースタンクＢについて、図６を参照して説
明する。図６は、ベースタンクＢに隣り合って設けられる主パチンコ島台Ａ１の上部タン
ク３１とベースタンクＢとが返却樋３及び交流樋１ｂを介して接続された状態を示す斜視
図である。
【００３１】
　図６に示すように、主パチンコ島台Ａ１の上部タンク３１とベースタンクＢとの間には
、返却樋３及び交流樋１ｂがそれぞれ上下方向に並んだ状態で架設されている。一方、ベ
ースタンクＢは、合板（金属板でもよい）によって上面が開放した直方体状に形成され、
その内部をパチンコ玉が貯留される貯留順位が決められた優先タンク部３５と非優先タン
ク部３６とに区画されており、該優先タンク部３５及び非優先タンク部３６の上部に位置
し且つベースタンクＢに返却されるパチンコ玉を分散させる分散機構３７を備えている。
【００３２】
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　分散機構３７は、ベースタンクＢのほぼ中央上部に配置固定される返却用分岐箱３８と
、該返却用分岐箱３８から優先タンク部３５側に向かって下り傾斜する返却玉優先分散樋
３９と、返却用分岐箱３８から非優先タンク部３６側に向かって下り傾斜する返却玉非優
先分散樋４０と、を備えている。なお、返却玉優先分散樋３９の上流端の両側方には、ガ
イド板４１が設けられている。このガイド板４１は、優先タンク部３５にパチンコ玉を確
実に誘導すると共に優先タンク部３５の下流端までパチンコ玉が流下し易くする機能を奏
するものである。また、ガイド板４１が設けられている部分からは、パチンコ玉が落下す
ることがないため、ガイド板４１の下方、即ち、非優先タンク部３６の隣接部であって優
先タンク部３５の下流側付近に、返却玉優先分散樋３９から直接落下するパチンコ玉を堆
積させない機能も有する。
【００３３】
　返却用分岐箱３８は、合板（金属板でもよい）で上面が開放した直方体状に形成されて
おり、その優先タンク部３５側の面の下方には、優先口４２が形成されると共に、非優先
タンク部３６側の面であって優先口４２よりもやや上方には、非優先口（図示しない）が
形成されている。優先口４２は、返却玉優先分散樋３９の上流端に連通するものであり、
非優先口は、返却玉非優先分散樋４０の上流端に連通するものである。また、返却用分岐
箱３８の底面は、非優先口から優先口４２に向かって下り傾斜する誘導底面となっており
、その誘導底面の上流端であって非優先口の下部に誘導底面に落下したパチンコ玉が非優
先口に誘導され難いように堰止部材（図示しない）が固着されている。
【００３４】
　しかして、主パチンコ島台Ａ１の上部タンク３１でオーバーフローして返却樋３を流下
したパチンコ玉、及び従パチンコ島台Ａ２の上部タンク３２から上部タンク３１内を通っ
て交流樋１ｂを流下したパチンコ玉は、それぞれベースタンクＢの返却用分岐箱３８内に
排出される。そして、返却樋３及び交流樋１ｂから返却用分岐箱３８内に排出されたパチ
ンコ玉は、返却用分岐箱３８内の誘導底面上に落下し、優先口４２から返却玉優先分散樋
３９上を流下して優先タンク部３５内に送り込まれる。その後、優先タンク部３５内にパ
チンコ玉が送り込まれるに従い、優先タンク部３５の上流側からパチンコ玉が貯留され、
優先タンク部３５内にパチンコ玉が送り込まれ続けることで返却玉優先分散樋３９上にパ
チンコ玉が滞留すると、返却用分岐箱３８内に排出されたパチンコ玉は、非優先口から返
却玉非優先分散樋４０上を流下して非優先タンク部３６内に送り込まれる。
【００３５】
　次に、ベースタンクＢと隣接しない複数の従パチンコ島台Ａ２～Ａ４と、該従パチンコ
島台Ａ２～Ａ４に設けられる上部タンク３２～３４及び下部貯留タンク２５について、各
パチンコ島台、上部タンク、下部貯留タンクの構造は変わらないので、従パチンコ島台Ａ
２と該従パチンコ島台Ａ２の上部タンク３２及び下部貯留タンク２５の例示で、図７乃至
図１２を参照して説明する。なお、ベースタンクＢと隣接しない従パチンコ島台は、図８
に示すように基本的な構成において主パチンコ島台Ａ１となんら変わるところはなく、異
なる点は、上部タンクの構造、自島に内蔵される下部貯留タンクの構造、及び上部タンク
からオーバーフローしたパチンコ玉及び交流樋から供給されたパチンコ玉を下部貯留タン
クへ誘導するための構造、等である。以下、これらの相違点を中心にして従パチンコ島台
Ａ２及び該従パチンコ島台Ａ２の上部タンク３２について説明する。図７は、従パチンコ
島台Ａ２の内部構造を示す正面図である。図８は、従パチンコ島台Ａ２の上部タンク３２
の内部構造を示す非ベースタンクＢ側から見た斜視図である。図９乃至図１１は、それぞ
れ従パチンコ島台Ａ２の上部タンク３２の内部構造を示すベースタンクＢ側から見た斜視
図である。図１２は、従パチンコ島台Ａ２の上部タンク３２の内部構造を示す側面図であ
る。
【００３６】
　図７において、従パチンコ島台Ａ２は、前述したように内部に比較的多いパチンコ玉を
貯留する下部貯留タンク２５が内蔵され、その下部貯留タンク２５に貯留されたパチンコ
玉をほぼ中央に立設される玉揚送装置２０で上部タンク３２に揚送し、従パチンコ島台Ａ
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２に設置されるパチンコ機１０や玉貸機１９に補給樋２１を介して玉を補給するようにな
っている。パチンコ機１０で使用されたパチンコ玉は、アウト玉箱１１を介して回収樋１
２に放出され、その回収樋１２に回収されて下部貯留タンク２５に導かれた後に再度玉揚
送装置２０によって揚送される。これによってパチンコ玉が従パチンコ島台Ａ２内を循環
する。また、従パチンコ島台Ａ２には、主パチンコ島台Ａ１とは異なり、第１及び第２の
オーバーフロー通路２２，２６が設けられている。
【００３７】
　第１及び第２のオーバーフロー通路２２，２６は、それぞれ玉揚送装置２０が設置され
る空間の一側内部に縦方向に直線状に固定されるものであり、図示の実施形態の場合、所
定の肉厚（例えば、１～２ｃｍ）を有するベニア板等の木材で角筒状（金属板で角筒状に
形成してもよい）に形成し、各内部には、落下するパチンコ玉の勢いを弱めるために交互
に多数の交流板２３，２７が突設されている。この交流板２３，２７の上面及び各オーバ
ーフロー通路２２，２７の内周面には、それぞれパチンコ玉の落下によって発生する騒音
を抑制するためにゴム板又は合成樹脂板が貼付されている。
【００３８】
　第１オーバーフロー通路２２の下流端には、下部貯留タンク２５内に設けられる後述の
第１上部誘導樋１４５（図１５参照）と連通する誘導路２４が接続されており、第１オー
バーフロー通路２２内を落下したパチンコ玉は、誘導路２４及び第１上部誘導樋１４５を
通って下部貯留タンク２５内の第１貯留空間１３１（図１５参照）に送り込まれるように
なっている。一方、第１オーバーフロー通路２２の上流端は、上部タンク３２に設けられ
る後述の第１オーバーフロー樋１２１（図８参照）と連通して配置される。
【００３９】
　オーバーフロー通路としての第２オーバーフロー通路２６の下流端には、下部貯留タン
ク２５内に設けられる後述の第２上部誘導樋１４６（図１４参照）と連通する誘導路２８
が接続されており、第２オーバーフロー通路２６内を落下したパチンコ玉は、誘導路２８
及び第２上部誘導樋１４６を通って下部貯留タンク２５内の玉貯留部としての第２貯留空
間１３２（図１４参照）に送り込まれるようになっている。一方、第２オーバーフロー通
路２６の上流端は、上部タンク３２に設けられる後述の第２オーバーフロー樋１２２（図
８参照）と連通して配置される。
【００４０】
　従パチンコ島台Ａ２に設けられる上部タンク３２は、受け入れたパチンコ玉を補給樋２
１、交流樋１ｂ，１ｃ等に振り分ける機能を有している。以下、従パチンコ島台Ａ２に設
けられる上部タンク３２の構造について説明する。上部タンク３２は、外壁板によって直
方体形状に形成されている。非ベースタンクＢ側となる上部タンク３２の一側面を形成す
る外壁板には、上部タンク３２内のパチンコ玉を隣接する他の従パチンコ島台Ａ３の上部
タンク３３に補給するための交流樋１ｃが接続される玉補給口（図示しない）と、従パチ
ンコ島台Ａ３の上部タンク３３から溢れたパチンコ玉を上部タンク３２内に受け入れるた
めの交流樋１ｄが接続される玉受入口（図示しない）と、が穿設されている。一方、ベー
スタンクＢ側となる上部タンク３２の他側面を形成する外壁板には、図７に示すように、
上部タンク３２から溢れたパチンコ玉をベースタンクＢに返却するための交流樋１ｂが接
続される玉返却口４６と、主パチンコ島台Ａ１の上部タンク３１から送り込まれるパチン
コ玉を上部タンク３２内に受け入れるための交流樋１ａが接続される玉受入口４７と、が
穿設されている。
【００４１】
　また、上部タンク３２の内部は、図８乃至図１２に示すように、主パチンコ島台Ａ１の
上部タンク３１の内部と同様、非ベースタンクＢ側から見た（図８を正面から見た）左か
ら右の順で、玉揚送装置２０によって揚送されたパチンコ玉を振り分ける玉振分空間９１
と、交流樋１ｂの上流部及び交流樋１ｄの下流部が設置される樋設置空間９２と、玉揚送
装置２０の上部が下方から貫通設置される揚送装置設置空間９３と、揚送装置設置空間９
３に設置される玉揚送装置２０の玉排出口２０ｂと反対側（図７に示す玉揚送装置２０の
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左側）の島台部分に列設されるパチンコ機１０にパチンコ玉を送り込む玉送り空間９４と
、に直方体形状の内部空間を縦方向に固定される複数の区画板によって区画されている。
なお、揚送装置設置空間９３に設置される玉揚送装置２０の玉排出樋２０ａは、揚送装置
設置空間９３と玉振分空間９１とを連通するように樋設置空間９２の上側領域内を貫通し
て配置される。
【００４２】
　玉振分空間９１には、玉排出樋２０ａの下流端側の下方位置に玉振分板１０１が傾斜状
に固定して設けられている。この玉振分板１０１は、樋設置空間９２から玉振分空間９１
に向かう方向に若干下り傾斜して配置されており、その下流端下方には、玉振分板１０１
上を流下したパチンコ玉を玉揚送装置２０の玉排出口２０ｂ側（図７に示す玉揚送装置２
０の右側）の島台部分に列設されるパチンコ機１０に送り込むための自島補給経路として
の玉送り通路１０２が形成されている。玉送り通路１０２の下流端には、当該玉送り通路
１０２を流下したパチンコ玉を玉排出口２０ｂ側（図７に示す玉揚送装置２０の右側）の
補給樋２１に導出する導出口１０３（図１２参照）が設けられている。
【００４３】
　玉振分板１０１の一側端部（ベースタンクＢ側の端部）と上部タンク３２の外壁面との
間には、玉振分板１０１上で振り分けられたパチンコ玉を玉送り空間９４側へ誘導する誘
導通路を構成する第一及び第二の誘導板１０４，１０５が設けられている。第一の誘導板
１０４は、第二の誘導板１０５側に若干下り傾斜して設けられている。誘導通路の下流端
となる第二の誘導板１０５の端部は、玉振分空間９１と玉送り空間９４とを連通するよう
に樋設置空間９２及び揚送装置設置空間９３を貫通して配置される接続樋１０６の上流端
に接続されている。一方、玉振分板１０１の他側端部（非ベースタンクＢ側の端部）は、
上部タンク３２の外壁面と当接して配置されており、その一部分には、玉振分板１０１上
のパチンコ玉を下方に落下させる他島補給経路としての落下口１０７が穿設されている。
落下口１０７の下方には、玉補給口に接続された交流樋１ｃの上流端が配置されており、
落下口１０７から落下したパチンコ玉は、交流樋１ｃに送り込まれるようになっている。
【００４４】
　また、玉振分空間９１内に若干突出して配置される玉排出樋２０ａの真下位置には、玉
振分板１０１上で溢れたパチンコ玉を前記第１オーバーフロー通路２２に誘導するための
第１オーバーフロー樋１２１（合流誘導樋）に送り込む自島還流経路としての玉送り通路
１０９が形成されている。第１オーバーフロー樋１２１は、玉振分空間９１から樋設置空
間９２を貫通して揚送装置設置空間９３側へ下り傾斜して配置されており、当該第１オー
バーフロー樋１２１の下流端は、揚送装置設置空間９３の下端位置に配されて第１オーバ
ーフロー通路２２と連通して設けられている。なお、玉振分板１０１、第一の誘導板１０
４、及び第二の誘導板１０５と、玉送り通路１０９との間には、仕切板１１０が設けられ
ている。これにより、玉振分板１０１上で仕切板１１０の上端を越えて溢れたパチンコ玉
のみが玉送り通路１０９に誘導されるようになっている。また、玉送り通路１０９の下流
端は、第１オーバーフロー樋１２１の中流側部分に連通して設けられている。
【００４５】
　また、玉振分空間９１と樋設置空間９２とを区画する区画板１１１における玉送り通路
１０９の上流側部分には、玉振分空間９１と樋設置空間９２とを連通する溢玉誘導経路と
しての連通口１１２が穿設されている。連通口１１２は、第１オーバーフロー通路２２（
第１オーバーフロー樋１２１）でパチンコ玉が満杯となって玉送り通路１０９内でパチン
コ玉が積層されるような場合、玉送り通路１０９内のパチンコ玉を樋設置空間９２側へ送
り込むための開口であり、連通口１１２を通って樋設置空間９２に送り込まれたパチンコ
玉、言い換えれば、玉振分空間９１から樋設置空間９２側へ溢れ出たパチンコ玉は、樋設
置空間９２内に設置された交流樋１ｂの上流部に排出されるようになっている。
【００４６】
　また、玉送り通路１０９の上方位置となる区画板１１１の部分には、連通口１１７が穿
設されており、該連通口１１７には、玉振分空間９１と揚送装置設置空間９３とを連通す
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るように樋設置空間９２を貫通して配置される接続樋１１８の上流端が接続されている。
接続樋１１８の下流端は、樋設置空間９２と揚送装置設置空間９３とを区画する区画板１
１９に穿設された連通口１２０に接続され、該連通口１２０と連通する揚送装置設置空間
９３内には、玉送り通路１０９で溢れたパチンコ玉を前記第２オーバーフロー通路２６に
誘導するための第２オーバーフロー樋１２２に送り込む玉送り通路１２３が形成されてい
る。なお、連通口１１７、接続樋１１８、及び玉送り通路１２３によって本発明に係る溢
玉通路が構成されている。
【００４７】
　さらに、上部タンク３２の玉振分空間９１には、主パチンコ島台Ａ１に設けられる上部
タンク３１の玉振分空間６１とは異なり、交流樋１ｃの上流端が配置された位置の下方に
、玉受入口４７に接続された交流樋１ａから排出されたパチンコ玉を受けてこれを第１オ
ーバーフロー樋１２１の上流側へ転動する第１受給経路としての玉転動板１１３が設けら
れている。また、樋設置空間９２には、交流樋１ｄから排出されたパチンコ玉を受けてこ
れを第１オーバーフロー樋１２１の下流側へ転動する第２受給経路としての玉転動板１１
４が設けられている。これにより、交流樋１ａ（主パチンコ島台Ａ１）から上部タンク３
２内に送り込まれたパチンコ玉は、玉転動板１１３を介して第１オーバーフロー樋１２１
の上流側部分に流れ込み、前述した玉振分板１０１上で仕切板１１０の上端を越えて溢れ
たパチンコ玉は、玉送り通路１０９を介して第１オーバーフロー樋１２１の中流側部分に
流れ込み、交流樋１ｄ（従パチンコ島台Ａ３）から上部タンク３２内に送り込まれたパチ
ンコ玉は、玉転動板１１４を介して第１オーバーフロー樋１２１の下流側部分に流れ込み
、これらのパチンコ玉が第１オーバーフロー樋１２１上で合流されて第１オーバーフロー
通路２２に送り込まれるようになっている。
【００４８】
　なお、玉転動板１１４の下流端と第１オーバーフロー樋１２１との間には、玉振分空間
９１から揚送装置設置空間９３へ向かう方向に下り傾斜した誘導樋１２４が設けられてお
り、該誘導樋１２４の下流端は、区画板１１９に穿設された連通口１２５を介して第２オ
ーバーフロー樋１２２の上流端に接続されている。これにより、玉転動板１１４を介して
第１オーバーフロー樋１２１に送り込まれたパチンコ玉が第１オーバーフロー樋１２１上
で満杯となったときには、その後玉転動板１１４を流下するパチンコ玉は、誘導樋１２４
を通って第２オーバーフロー樋１２２に誘導されることで、最終的には第２オーバーフロ
ー通路２６に送り込まれるようになっている。
【００４９】
　玉送り空間９４には、玉振分空間９１（第二の誘導板１０５の端部）との間で差し渡さ
れた接続樋１０６の下流端と連通して、当該接続樋１０６を流下したパチンコ玉を玉揚送
装置２０の玉排出口２０ｂと反対側（図７に示す玉揚送装置２０の左側）の島台部分に列
設されるパチンコ機１０に送り込むための自島補給経路としての玉送り通路１１５が形成
されている。玉送り通路１１５の下流端には、当該玉送り通路１１５を流下したパチンコ
玉を玉排出口２０ｂと反対側（図７に示す玉揚送装置２０の左側）の補給樋２１に導出す
る導出口１１６が設けられている。
【００５０】
　しかして、上記した上部タンク３２の構成において、玉揚送装置２０の玉排出樋２０ａ
から排出されたパチンコ玉は、玉振分空間９１の上部に傾斜状に固定される玉振分板１０
１上に落下する。そして、当該玉振分板１０１の振り分けによって玉振分板１０１上を流
下するパチンコ玉は、玉送り通路１０２を通って導出口１０３から補給樋２１に導出され
て、玉排出口２０ｂ側のパチンコ機１０に補給される（図８及び図９に示す玉流れ（ａ）
）。また、玉振分板１０１の振り分けによって玉振分板１０１上から誘導通路（第一及び
第二の誘導板１０４，１０５）側に送り込まれたパチンコ玉、言い換えれば、玉排出口２
０ｂ側の補給樋２１が満杯となって誘導通路側に送り込まれたパチンコ玉は、接続樋１０
６を通って玉送り空間９４の玉送り通路１１５に流れた後に導出口１１６から補給樋２１
に導出されて、玉排出口２０ｂと反対側のパチンコ機１０に補給される（図８及び図９に
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示す玉流れ（ｂ））。なお、玉揚送装置２０の玉排出樋２０ａから排出されるパチンコ玉
のうち一部のパチンコ玉は、直接、第一の誘導板１０４上に落下して、そのまま第二の誘
導板１０５側に送り込まれるようになっている。また、玉振分板１０１の振り分けによっ
て玉振分板１０１に穿設された落下口１０７から下方に落下したパチンコ玉は、交流樋１
ｃに送り込まれてパチンコ島台Ａ３の上部タンク３３に補給される（図８及び図９に示す
玉流れ（ｃ））。
【００５１】
　また、主パチンコ島台Ａ１から交流樋１ａを通って上部タンク３２内に送り込まれたパ
チンコ玉は、玉転動板１１３を介して第１オーバーフロー樋１２１の上流側部分に誘導さ
れる（図９及び図１１に示す玉流れ（１））。玉振分板１０１上で仕切板１１０の上端を
越えて溢れたパチンコ玉は、玉送り通路１０９を通って第１オーバーフロー樋１２１の中
流側部分に誘導される（図８乃至図１１に示す玉流れ（ｄ））。そして、これらのパチン
コ玉は、中流側部分となる第１オーバーフロー樋１２１上で合流されて第１オーバーフロ
ー通路２２に送り込まれる（図９及び図１１に示す玉流れ（２））。
【００５２】
　また、第１オーバーフロー通路２２（第１オーバーフロー樋１２１）でパチンコ玉が満
杯となって玉送り通路１０９内でパチンコ玉が積層された場合は、先ず、連通口１１２を
介してパチンコ玉が玉振分空間９１から樋設置空間９２側へ溢れ出る。そして、そのパチ
ンコ玉は、樋設置空間９２内に設置された交流樋１ｂの上流部に排出される（図９乃至図
１１に示す玉流れ（ｅ））。さらに、このような交流樋１ｂへのパチンコ玉の排出にも拘
わらず玉送り通路１０９内でのパチンコ玉の積層が継続する場合、玉送り通路１０９内の
パチンコ玉は、連通口１１７から接続樋１１８を通って玉送り通路１２３に送り込まれ、
該玉送り通路１２３から第２オーバーフロー樋１２２に誘導される（図８、図１０、及び
図１１に示す玉流れ（ｆ））。そして、これらのパチンコ玉は、最終的に第２オーバーフ
ロー樋１２２を通って第２オーバーフロー通路２６に送り込まれる。なお、第１オーバー
フロー樋１２１でパチンコ玉が満杯となって玉送り通路１０９内で積層されたパチンコ玉
が、連通口１１２を通って交流樋１ｂに排出される玉流れ（ｅ）は、上記した玉送り通路
１０９から第１オーバーフロー樋１２１への玉流れ（２）が、後述する従パチンコ島台Ａ
３からのパチンコ玉が第１オーバーフロー通路２２に送り込まれる玉流れ（３）によって
堰き止められることで生じるようになっている。
【００５３】
　また、従パチンコ島台Ａ３から交流樋１ｄを通って上部タンク３２内に送り込まれたパ
チンコ玉は、玉転動板１１４を介して第１オーバーフロー樋１２１の下流側部分に誘導さ
れる（図９に示す玉流れ（Ａ））。そして、これらのパチンコ玉は、下流側部分となる第
１オーバーフロー樋１２１上で合流されて第１オーバーフロー通路２２に送り込まれる（
図９及び図１１に示す玉流れ（３））。なお、玉転動板１１４を介して第１オーバーフロ
ー通路２２（第１オーバーフロー樋１２１）に送り込まれたパチンコ玉が第１オーバーフ
ロー樋１２１上で満杯となった状態でさらに玉転動板１１４上をパチンコ玉が流下する場
合には、そのパチンコ玉は、誘導樋１２４を通って第２オーバーフロー樋１２２に誘導さ
れることで、第２オーバーフロー通路２６に送り込まれる（図９に示す玉流れ（Ｂ））。
【００５４】
　上記したように、玉揚送装置２０によって研摩揚送されたパチンコ玉は、先ず、優先的
に自島の補給樋２１（パチンコ機１０）に補給されるように振り分けられる。厳密には、
前述した自島補給となる玉流れ（ａ）によって玉排出口２０ｂ側のパチンコ機１０に補給
され、次いで、自島補給となる玉流れ（ｂ）によって玉排出口２０ｂと反対側のパチンコ
機１０に補給される。次に、自島で揚送されたパチンコ玉の玉流れにおける優先順位とし
ては、玉振分板１０１の落下口１０７から下方に落下したパチンコ玉が、交流樋１ｃに送
り込まれて隣接する従パチンコ島台Ａ３の上部タンク３３に補給される他島補給となる玉
流れ（ｃ）、玉振分板１０１上で仕切板１１０の上端を越えて溢れたパチンコ玉が、玉送
り通路１０９を通って第１オーバーフロー樋１２１に誘導される自島還流となる玉流れ（
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ｄ）、第１オーバーフロー樋１２１でパチンコ玉が満杯となって玉送り通路１０９内で積
層されたパチンコ玉が、連通口１１２を通って交流樋１ｂに排出される溢れ玉誘導となる
玉流れ（ｅ）、交流樋１ｂへのパチンコ玉の排出にも拘わらず玉送り通路１０９内で継続
的に積層されるパチンコ玉が、連通口１１７から接続樋１１８を通って玉送り通路１２３
に送り込まれ、該玉送り通路１２３から第２オーバーフロー樋１２２に誘導される第２オ
ーバーフローとなる玉流れ（ｆ）、の順となっている。なお、玉送り通路１０９内で積層
されたパチンコ玉を排出する各連通口１１２，１１７は、それぞれ玉揚送装置２０による
パチンコ玉の揚送量（毎分１６０００個程度）を全て排出できる大きさに設定されている
。このため、連通口１１２への玉流れ（ｅ）が停止しない限り、連通口１１７への玉流れ
（ｆ）は生じないようになっている。ここで、上部タンクの溢玉通路（玉流れ（ｆ））を
流下するパチンコ玉を第２受給経路を流下するパチンコ玉よりも優先的に他島の第２オー
バーフロー通路に送り込むことの効果について説明すると、溢玉通路でパチンコ玉の玉流
れが発生する状況というのは、大型貯留タンク（ベースタンクＢ）側に隣接する従パチン
コ島台（パチンコ島台Ａ２）の上部タンクに溢れ玉を送ることができずに、自島内にパチ
ンコ玉が充満している状態であり、唯一の逃げ道が自島の第２貯留空間となる。これに対
して、大型貯留タンクと反対側に隣接する従パチンコ島台（パチンコ島台Ａ４）から送り
込まれて第２受給経路（玉流れ（Ｂ））で充満したパチンコ玉は、たとえ自島の第２貯留
空間にパチンコ玉を誘導できなかったとしても、大型貯留タンクと反対側に隣接する従パ
チンコ島台の上部タンクにおいて最優先で第２貯留空間に誘導される玉流れ（溢玉通路で
の玉流れ）となる。よって、第２貯留空間に貯留される２経路（溢玉通路と第２受給経路
）の玉流れに優先順位を設けて全体的な玉流れをスムーズにできる。
【００５５】
　また、第１オーバーフロー樋１２１から第１オーバーフロー通路２２に送り込まれるパ
チンコ玉の玉流れの優先順位としては、隣接する従パチンコ島台Ａ３から交流樋１ｄを通
って上部タンク３２内に送り込まれたパチンコ玉が、第１オーバーフロー樋１２１の下流
側部分に誘導されて第１オーバーフロー通路２２に送り込まれる玉流れ（３）、玉振分板
１０１上で仕切板１１０の上端を越えて溢れたパチンコ玉が、玉送り通路１０９を通って
第１オーバーフロー樋１２１の中流側部分に誘導されて第１オーバーフロー通路２２に送
り込まれる玉流れ（２）、主パチンコ島台Ａ１から交流樋１ａを通って上部タンク３２内
に送り込まれたパチンコ玉が、玉転動板１１３を通って第１オーバーフロー樋１２１の上
流側部分に誘導されて第１オーバーフロー通路２２に送り込まれる玉流れ（１）、の順と
なっている。なお、隣接する従パチンコ島台Ａ３から交流樋１ｄを通って上部タンク３２
内に送り込まれたパチンコ玉は、玉流れ（Ａ）によって玉転動板１１４を介して第１オー
バーフロー樋１２１の下流側部分に優先的に誘導され、次に、第１オーバーフロー樋１２
１上でパチンコ玉が満杯になると、玉流れ（Ｂ）によってパチンコ玉が誘導樋１２４を通
って第２オーバーフロー樋１２２に誘導される。また、第２オーバーフロー通路２６に送
り込まれるパチンコ玉の優先順位、言い換えれば、第２オーバーフロー樋１２２に合流さ
れるパチンコ玉の優先順位としては、玉送り通路１２３から第２オーバーフロー樋１２２
に誘導される玉流れ（ｆ）が優先され、次に、玉転動板１１４から誘導樋１２４を通って
第２オーバーフロー樋１２２に誘導される玉流れ（Ｂ）となっている。
【００５６】
　次に、下部貯留タンク２５の構造について図１３乃至図１６を参照して説明する。図１
３は、ベースタンクＢに隣り合わない従パチンコ島台Ａ２に設けられる上部タンク３２及
び下部貯留タンク２５を示す斜視図である。図１４は、下部貯留タンク２５の内部を第１
側板１４０ａ側から透視した状態の斜視図である。図１５は、下部貯留タンク２５の玉合
流部１７１を示す斜視図である。図１６は、下部貯留タンク２５の玉合流部１７１を示す
平面図である。
【００５７】
　先ず、下部貯留タンク２５は、従パチンコ島台Ａ２の玉揚送装置２０から右側へ約２～
３台分のパチンコ機１０の下方空間に設置されると共に（図７参照）、図１３乃至図１６
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に示すように、上方から落下してくるパチンコ玉を直接受け入れる上面開口２５ａが形成
された直方体状のタンク基台によって構成されている。タンク基台は、第１側板１４０ａ
と第２側板１４０ｂと前板１４１と後板１４２と底板１４３とから構成されている。なお
、上面開口２５ａから直接、下部貯留タンク２５内に入り込むパチンコ玉は、下部貯留タ
ンク２５の長手方向幅内の上方位置に配置される６台のパチンコ機１０及び当該パチンコ
機１０に隣接される玉貸機１９から排出されるパチンコ玉である。
【００５８】
　前板１４１の上端部中央には、前記誘導路２４，２８が個々に接続される各導入口１４
４ａ，１４４ｂが上下に形成されている。上側の導入口１４４ａから後板１４２側に向け
ては、上部タンク３２から溢れた後に第２オーバーフロー通路２６を流下したパチンコ玉
を下部貯留タンク２５内の一端から他端に向かって誘導するための第２上部誘導樋１４６
が下り傾斜して設けられている。この第２上部誘導樋１４６は、導入口１４４ａの開口幅
とほぼ同じ幅寸法で形成されており、その下流端は、後板１４２の内壁面と当接されてい
る。また、誘導路２８の横幅方向における両端には、それぞれ誘導路２８の底面からパチ
ンコ玉１個分以上の高さ幅を有するゴム板２９が左右一対に設けられている。ゴム板２９
は、玉揚送装置２０の下部貯留タンク２５側の真横に設置される２台のパチンコ機１０（
隣接される玉貸機１９を含む）から排出されるパチンコ玉を受け止めるための玉受け板と
して機能し、受け止めたパチンコ玉を下部貯留タンク２５内に誘導するようになっている
。
【００５９】
　なお、上記したゴム板２９上に落下したパチンコ玉は、ゴム板２９上から誘導路２８の
底面上に落ちて上部タンク３２から溢れたパチンコ玉と一緒に第２上部誘導樋１４６に誘
導されるものもあれば、そのままゴム板２９上を転動して後述する第１貯留空間１３１に
落下するものもある。このため、上部タンク３２から溢れたパチンコ玉が誘導路２８上を
勢いよく流下することで、ゴム板２９上のパチンコ玉が誘導路２８上に落下できないよう
なときでも、ゴム板２９上に落下したパチンコ玉は、ゴム板２９上を転動して確実に下部
貯留タンク２５内に送り込まれるようになっている。また、誘導路２８の中央側に対向す
るゴム板２９の側壁面は、誘導路２８の上流側から下流側に向けて徐々に誘導路２８の底
面幅を狭め、下流端で誘導路２８の底面幅を第２上部誘導樋１４６の樋幅とほぼ同一にす
る形状に形成されている。これにより、左右一対のゴム板２９は、誘導路２８に送り込ま
れたパチンコ玉をその流下に伴って徐々に第２上部誘導樋１４６の樋幅内に寄せ集める機
能も有している。
【００６０】
　一方、下側の導入口１４４ｂから後板１４２側に向けては、上部タンク３２から溢れた
後に第１オーバーフロー通路２２を流下したパチンコ玉を下部貯留タンク２５内の一端か
ら他端に向かって誘導するための第１上部誘導樋１４５が下り傾斜して設けられている。
この第１上部誘導樋１４５の下流端は、下部貯留タンク２５の内部をその長手方向におい
てほぼ１対３に仕切る位置に立設された仕切板１４７と当接されている。これにより、第
１オーバーフロー通路２２から下部貯留タンク２５内に送り込まれたパチンコ玉は、仕切
板１４７によって仕切られた前板１４１側の貯留空間となる第１貯留空間１３１に貯留さ
れる。一方、前述した第２オーバーフロー通路２６から下部貯留タンク２５内に送り込ま
れたパチンコ玉は、第２上部誘導樋１４６を流下した後、仕切板１４７によって仕切られ
た後板１４２側の貯留空間となる第２貯留空間１３２に貯留される。なお、仕切板１４７
の上端部分には、第１上部誘導樋１４５の上方に配置される第２上部誘導樋１４６を第１
貯留空間１３１から第２貯留空間１３２に連通するための切欠部１４７ａが形成されてい
る。
【００６１】
　第２貯留空間１３２内における底板１４３は、その短手方向において第２側板１４０ｂ
側から３分の２程度の横幅寸法に形成された第１底板部１４８と、残りの３分の１程度の
横幅寸法に形成された第２底板部１４９と、から構成されている。第１底板部１４８は、
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後板１４２側から前板１４１側に向かって下り傾斜し、且つ、第２側板１４０ｂ側から第
１側板１４０ａ側に向かって下り傾斜した傾斜面となっている。一方、第２底板部１４９
は、その第２側板１４０ｂ側の端部が第１底板部１４８の第１側板１４０ａ側の端部と連
結された状態で、後板１４２側から前板１４１側に向かって下り傾斜した傾斜面となって
いる。なお、第２底板部１４９の下流端と対応する仕切板１４７の部分には、当該第２底
板部１４９を後述する玉合流部１７１の第１底面板１７５と連通する連通切欠部１５２が
穿設されている。
【００６２】
　また、第２貯留空間１３２内における底板１４３の短手方向における中央部分、即ち、
下部貯留タンク２５内の一端から他端に向かって伸びる第２上部誘導樋１４６の真下部分
には、回収通路１５０が設けられている。回収通路１５０は、第２貯留空間１３２内に貯
留されるパチンコ玉が入り込まないような閉断面形状をなし、その上流端は、後板１４２
に穿設された導入口１５１に接続されており、該導入口１５１には、下部貯留タンク２５
が配置される側の回収樋１２の下流端が接続される。一方、回収通路１５０の下流端は、
仕切板１４７を貫通して第１貯留空間１３１と連通するように配されている。これにより
、下部貯留タンク２５が配置される側の回収樋１２から下部貯留タンク２５に送り込まれ
たパチンコ玉は、回収通路１５０を通って玉合流部１７１に誘導されるようになっている
。
【００６３】
　一方、第１貯留空間１３１の下方には、玉合流部１７１が形成されている。玉合流部１
７１は、第１側板１４０ａの内壁面から第２側板１４０ｂの内壁面に亘った下部貯留タン
ク２５の短手方向幅一杯に延設されて、当該玉合流部１７１の上壁面を構成する傾斜板１
７２を備えている。傾斜板１７２は、前板１４１から後板１４２の方向、及び第１側板１
４０ａから第２側板１４０ｂの方向へそれぞれ下り傾斜して設けられ、その前板１４１側
の端部は、前板１４１の内壁面と当接されている。一方、傾斜板１７２の後板１４２側の
端部は、仕切板１４７と当接されている。また、傾斜板１７２における第２側板１４０ｂ
と仕切板１４７との隅角部分には、傾斜板１７２上のパチンコ玉を下方に落下させる落下
口１７２ａが穿設されている。なお、落下口１７２ａの下方には、後述する第２底面板１
７６の上流部分が配置される。
【００６４】
　傾斜板１７２の下方には、玉合流部１７１内を複数の誘導路に区画形成するための第１
及び第２の各区画板１７３，１７４と、該区画板１７３，１７４によって区画形成された
各誘導路の通路底面を構成する第１乃至第４の各底面板１７５～１７８と、が設けられて
いる。第１及び第２の区画板１７３，１７４は、それぞれ仕切板１４７と前板１４１との
間で、各々の板面を前板１４１の板面と平行に配し、且つ、所定間隔を置いて設けられて
いる。また、区画板１７３，１７４の各一側端は、それぞれ第２側板１４０ｂの内壁面と
当接され、区画板１７３，１７４の各他側端は、それぞれ第１側板１４０ａの内壁面から
所定間隔を置いて配置されている。なお、区画板１７３，１７４の各他側端と第１側板１
４０ａの内壁面との間隔は、連通切欠部１５２の切欠寸法、言い換えれば第２底面板１４
９の横幅寸法と同一に設定されている。
【００６５】
　そして、区画板１７３，１７４の各他側端と第１側板１４０ａの内壁面との間には、連
通切欠部１５２を通して第２底面板１４９と導入樋１６とを連通する第１底面板１７５が
、後板１４２から前板１４１の方向へ下り傾斜して設けられている。なお、前板１４１に
は、第１底面板１７５の下流端を導入樋１６に接続するための導出口１５３が穿設されて
いる。また、第１底面板１７５上における第１側板１４０ａと前板１４１との隅角部分に
は、当該隅角部分で第１底面板１７５を流下するパチンコ玉が詰らないようにするための
誘導突片１５４が設けられている。
【００６６】
　仕切板１４７と第１区画板１７３との間には、第２側板１４０ｂから第１側板１４０ａ
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の方向へ下り傾斜して第２底面板１７６が設けられている。第２底面板１７６の上流端は
、第２側板１４０ｂの内壁面と当接されている。一方、第２底面板１７６の下流端は、区
画板１７３，１７４の各他側端と同様に、第１側板１４０ａの内壁面から所定間隔を置い
て配置されて、第１底面板１７５の上流部分で連通するようになっている。また、第２底
面板１７６の下流端上方には、仕切板１４７を貫通する回収通路１５０の下流端部分が配
置されている。回収通路１５０の下流端部分は、第２貯留空間１３２内に配置された閉断
面形状とは異なって底板のみで構成された下流端板部１５０ａとなっており、回収通路１
５０を流下したパチンコ玉は、下流端板部１５０ａから第１底面板１７５及び第３底面板
１７７に排出されるようになっている。
【００６７】
　第１区画板１７３と第２区画板１７４との間には、第２側板１４０ｂから第１側板１４
０ａの方向へ下り傾斜して第３底面板１７７が設けられている。第３底面板１７７の上流
端は、第２側板１４０ｂの内壁面と当接されている。一方、第３底面板１７７の下流端は
、区画板１７３，１７４の各他側端と同様に、第１側板１４０ａの内壁面から所定間隔を
置いて配置されて、第１底面板１７５の中流部分で連通するようになっている。また、第
１区画板１７３の他側端には、前述したように回収通路１５０の下流端となる下流端板部
１５０ａが接続される導入切欠部１７９が穿設されている。これにより、第３底面板１７
７の下流部分に対して、回収通路１５０が連通されるようになっている。
【００６８】
　第２区画板１７７と前板１４１との間には、第２側板１４０ｂから第１側板１４０ａの
方向へ下り傾斜して第４底面板１７８が設けられている。第２底面板１７６の上流端は、
第２側板１４０ｂの内壁面と当接されている。一方、第２底面板１７６の下流端は、区画
板１７３，１７４の各他側端と同様に、第１側板１４０ａの内壁面から所定間隔を置いて
配置されて、第１底面板１７５の下流部分で連通するようになっている。また、第２底面
板１７６の上流部分と対応する前板１４１の部分には、連絡樋１７が接続される連結口１
５５が穿設されている。これにより、第４底面板１７８の上流部分に対して、連絡樋１７
が連通されるようになっており、下部貯留タンク２５が配置されない側の回収樋１２を流
下するパチンコ玉は、連絡樋１７を通って玉合流部１７１の第４底面板１７８に誘導され
るようになっている。
【００６９】
　以上、下部貯留タンク２５の構造について説明してきたが、次に、下部貯留タンク２５
の作用をパチンコ玉の玉流れに沿って説明する。先ず、上部タンク３２の第１オーバーフ
ロー樋１２１からオーバーフローしたパチンコ玉は、第１オーバーフロー通路２２及び誘
導路２４を介して第１貯留空間１３１内の第１上部誘導樋１４５に導かれ、該第１上部誘
導樋１４５から玉合流部１７１の傾斜板１７２上に落下して貯留される。そして、傾斜板
１７２上のパチンコ玉は、落下口１７２ａから第２底面板１７６の上流部分に落下し、第
２底面板１７６を流下した後に第１底面板１７５の上流部分に送り込まれる（図１５及び
図１６に示す玉流れ（４））。
【００７０】
　また、上部タンク３２の第２オーバーフロー樋１２２からオーバーフローしたパチンコ
玉は、第２オーバーフロー通路２６及び誘導路２８を介して第２貯留空間１３２内の第２
上部誘導樋１４６に導かれ、該第２上部誘導樋１４６から第１底板部１４８及び第２底板
部１４９上に落下して貯留される。そして、第１底板部１４８上のパチンコ玉は、第１底
板部１４８の傾斜に伴って第２底板部１４９に導かれ、第２底板部１４９上のパチンコ玉
は、第２底板部１４９を流下した後に連通切欠部１５２を通って玉合流部１７１内の第１
底面板１７５の上流部分に送り込まれる（図１５及び図１６に示す玉流れ（３））。
【００７１】
　また、下部貯留タンク２５が配置されない側に位置するパチンコ機１０及び該パチンコ
機１０と隣接する玉貸機１９から排出されたパチンコ玉は、回収樋１２から連絡樋１７を
通って玉合流部１７１内の第４底面板１７８に導かれ、該第４底面板１７８を流下した後
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に第１底面板１７５の下流部分に送り込まれる（図１５及び図１６に示す玉流れ（２））
。
【００７２】
　また、下部貯留タンク２５が配置される側に位置するパチンコ機１０及び該パチンコ機
１０と隣接する玉貸機１９から排出されたパチンコ玉は、回収樋１２から第２貯留空間１
３２内の回収通路１５０を通って玉合流部１７１内の第３底面板１７７に導かれ、該第３
底面板１７７を流下した後に第１底面板１７５の中流部分に送り込まれる（図１５及び図
１６に示す玉流れ（１））。
【００７３】
　但し、下部貯留タンク２５が配置される側の回収樋１２は、玉返却装置５に返却された
パチンコ玉も同様に下部貯留タンク２５に誘導するようになっており、これに伴って、下
部貯留タンク２５が配置される側の回収樋１２を流下するパチンコ玉の数量が増大するよ
うな場合には、第３底面板１７７のみならず第１底面板１７５にもパチンコ玉を排出する
ようになっている。即ち、玉返却装置５へのパチンコ玉の返却がないときには、回収通路
１５０を流下したパチンコ玉は、当該回収通路１５０の下流端となる下流端板部１５０ａ
から優先的に第３底面板１７７に送り込まれる（図１５及び図１６に示す玉流れ（Ａ））
。そして、玉返却装置５へのパチンコ玉の返却があり回収樋１２を流下するパチンコ玉の
数量が増大すると、下流端板部１５０ａから排出されるパチンコ玉は、玉流れ（Ａ）に加
えて第１底面板１７５へも同時に送り込まれる（図１５及び図１６に示す玉流れ（Ｂ））
。
【００７４】
　そして、上記したように、それぞれの玉流れを経て玉合流部１７１内に送り込まれたパ
チンコ玉は、第１底面板１７５で合流されて前板１４１の導出口１５３から導入樋１６を
通って玉揚送装置２０に送り込まれる。ところで、玉合流部１７１の第１底面板１７５に
合流されるパチンコ玉としては、玉流れ（１）によって回収通路１５０から第３底面板１
７７を流下して第１底面板１７５の中流部分に送り込まれるパチンコ玉、及び玉流れ（２
）によって連絡樋１７から第４底面板１７８を流下して第１底面板１７５の下流部分に送
り込まれるパチンコ玉である回収樋１２からのパチンコ玉が最も優先的に第１底面板１７
５に合流される。次に、第１底面板１７５に合流されるパチンコ玉の玉流れにおける優先
順位としては、玉流れ（３）によって第２貯留空間１３２内の第２底板部１４９を流下し
て第１底面板１７５の上流部分に送り込まれるパチンコ玉である第２オーバーフロー通路
２６からのパチンコ玉、玉流れ（４）によって第１貯留空間１３１内の第２底面板１７６
を流下して第１底面板１７５の上流部分に送り込まれるパチンコ玉である第１オーバーフ
ロー通路２２からのパチンコ玉、の順となっている。
【００７５】
　次に、以上説明した上部タンク３２（３３，３４）及び下部貯留タンク２５を備えた従
パチンコ島台（パチンコ島台Ａ２～Ａ４）間でのパチンコ玉の玉流れ作用の一例について
、図１７乃至図１９を参照して説明する。図１７乃至図１９は、それぞれ従パチンコ島台
Ａ２～Ａ４間でのパチンコ玉の玉流れ作用を示す側面図である。なお、以下の説明では、
玉返却装置５へのパチンコ玉の返却に伴って島台内のパチンコ玉が過剰に増加する場合で
の玉流れ作用について説明する。
【００７６】
　先ず、図１７（Ａ）に示すように、従パチンコ島台Ａ２，Ａ４のいずれの玉返却装置５
に対してもパチンコ玉の返却が行われていない状態では、いずれの従パチンコ島台Ａ２～
Ａ４においても当該島台Ａ２～Ａ４内のパチンコ玉が過剰に増加することがないので、各
島台Ａ２～Ａ４間でのパチンコ玉のやり取りは行われない。その後、図１７（Ｂ）に示す
ように、ベースタンクＢから最も離れた従パチンコ島台Ａ４の玉返却装置５に対してパチ
ンコ玉が返却されると、当該パチンコ玉は、回収樋１２及び下部貯留タンク２５を介して
玉揚送装置２０から上部タンク３４に揚送される。そして、このようにして上部タンク３
４内に送り込まれたパチンコ玉は、従パチンコ島台Ａ４内で過剰のパチンコ玉となるため
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、上部タンク３４の玉送り通路１０９から連通口１１２を通って交流樋１ｆに誘導され（
前述した上部タンク３２における交流樋１ｂへの玉流れ（ｅ）に相当する）、該交流樋１
ｆを通って隣接する従パチンコ島台Ａ３に送り込まれる。
【００７７】
　また、隣接する従パチンコ島台Ａ３において、交流樋１ｆを介して従パチンコ島台Ａ４
から受け入れたパチンコ玉は、上部タンク３３の玉転動板１１４から第１オーバーフロー
樋１２１を通って第１オーバーフロー通路２２にオーバーフローする（前述した上部タン
ク３２における第１オーバーフロー通路２２への玉流れ（３）に相当する）。その後、当
該パチンコ玉は、下部貯留タンク２５の第１貯留空間１３１内に送り込まれた後に玉合流
部１７１から玉揚送装置２０に誘導され、玉揚送装置２０から上部タンク３３に揚送され
る。そして、このようにして上部タンク３３内に送り込まれたパチンコ玉は、従パチンコ
島台Ａ３内で過剰のパチンコ玉となるため、上部タンク３３の玉送り通路１０９から連通
口１１２を通って交流樋１ｄに誘導され（前述した上部タンク３２における交流樋１ｂへ
の玉流れ（ｅ）に相当する）、該交流樋１ｄを通ってベースタンクＢに近い従パチンコ島
台Ａ２に送り込まれる。
【００７８】
　また、従パチンコ島台Ａ２において、交流樋１ｄを介して従パチンコ島台Ａ３から受け
入れたパチンコ玉は、上部タンク３２の玉転動板１１４から第１オーバーフロー樋１２１
を通って第１オーバーフロー通路２２にオーバーフローする（玉流れ（３））。その後、
当該パチンコ玉は、下部貯留タンク２５の第１貯留空間１３１内に送り込まれた後に玉合
流部１７１から玉揚送装置２０に誘導され、玉揚送装置２０から上部タンク３４に揚送さ
れる。そして、このようにして上部タンク３４内に送り込まれたパチンコ玉は、従パチン
コ島台Ａ２内で過剰のパチンコ玉となるため、上部タンク３４の玉送り通路１０９から連
通口１１２を通って交流樋１ｂに誘導され（玉流れ（ｅ））、該交流樋１ｂを通って主パ
チンコ島台Ａ１の上部タンク３１を通過してベースタンクＢに送り込まれる。
【００７９】
　ところで、上記したような交流樋１ｆ，１ｄ，１ｂを介したベースタンクＢから最も離
れた従パチンコ島台Ａ４側からベースタンクＢ側へのパチンコ玉の搬送中に、ベースタン
クＢに近い従パチンコ島台Ａ２の玉返却装置５に対してパチンコ玉が返却されると、図１
８（Ａ）に示すように、当該パチンコ玉は、回収樋１２及び下部貯留タンク２５を介して
玉揚送装置２０から上部タンク３２に揚送される。そして、この場合では、前述した従パ
チンコ島台Ａ３からのパチンコ玉も合わせて上部タンク３２内にさらに過剰のパチンコ玉
が送り込まれることになる。このため、上部タンク３２内では、第１オーバーフロー通路
２２へパチンコ玉を送り込む経路（第１オーバーフロー樋１２１）で玉詰まりが発生し、
これに伴って第２オーバーフロー樋１２２から第２オーバーフロー通路２６へのパチンコ
玉のオーバーフローが生じ、過剰となったパチンコ玉が下部貯留タンク２５の第２貯留空
間１３２内に貯留される。
【００８０】
　その後、上記した第２オーバーフロー通路２６からのオーバーフローが継続して第２貯
留空間１３２内に貯留されるパチンコ玉が満杯になると、図１８（Ｂ）に示すように、第
２オーバーフロー通路２６でも玉詰まりが生じることになる。このため、上部タンク３２
内でも、第２オーバーフロー通路２６へパチンコ玉を送り込む経路で玉詰まりが発生する
。具体的には、第２オーバーフロー通路２６に接続された第２オーバーフロー樋１２２、
さらには該第２オーバーフロー樋１２２にパチンコ玉を送り込む玉転動板１１４上で玉詰
まりが生じる。その結果、玉転動板１１４に接続された交流樋１ｄでも玉詰まりが生じる
。
【００８１】
　そして、交流樋１ｄを介して従パチンコ島台Ａ２にパチンコ玉を送り込む側となる従パ
チンコ島台Ａ３の上部タンク３３でも玉詰まりが生じる。具体的には、連通口１１２を介
して交流樋１ｄにパチンコ玉を送り込む玉送り通路１０９で玉詰まりが生じる。このため
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、玉送り通路１０９の上端から溢れたパチンコ玉は、連通口１１７から接続樋１１８を通
って玉送り通路１２３に誘導された後、第２オーバーフロー樋１２２から第２オーバーフ
ロー通路２６を通って従パチンコ島台Ａ２の下部貯留タンク２５の第２貯留空間１３２に
送り込まれる。その後は、従パチンコ島台Ａ３から交流樋１ｄを介した従パチンコ島台Ａ
２へのパチンコ玉の送り込みが停止されることで、従パチンコ島台Ａ３内で過剰となった
パチンコ玉が第２オーバーフロー通路２６に送り込まれて従パチンコ島台Ａ３の下部貯留
タンク２５の第２貯留空間１３２内に貯留される。
【００８２】
　即ち、ベースタンクＢに近い従パチンコ島台Ａ２の玉返却装置５に対してパチンコ玉の
返却が行われることで当該従パチンコ島台Ａ２内のパチンコ玉が過剰に増加する場合、そ
の過剰となったパチンコ玉は、当該従パチンコ島台Ａ２の下部貯留タンク２５の第２貯留
空間１３２に貯留され、当該第２貯留空間１３２内の貯留が満杯になると、次に、ベース
タンクＢに近い従パチンコ島台Ａ２と隣接する従パチンコ島台Ａ３の下部貯留タンク２５
の第２貯留空間１３２にパチンコ玉が貯留されるようになっている。
【００８３】
　その後、図１９（Ａ）に示すように、ベースタンクＢに近い従パチンコ島台Ａ２の玉返
却装置５に対するパチンコ玉の返却が終了すると、従パチンコ島台Ａ２から交流樋１ｂを
介したベースタンクＢへのパチンコ玉の送り込みが継続的に行われることで、従パチンコ
島台Ａ２の下部貯留タンク２５の第２貯留空間１３２での玉詰まり状態が解消され、これ
に伴って交流樋１ｄの玉詰まり状態が解消される。
【００８４】
　そして、図１９（Ｂ）に示すように、ベースタンクＢから最も離れた従パチンコ島台Ａ
４の玉返却装置５に対するパチンコ玉の返却も終了すると、当該従パチンコ島台Ａ４から
交流樋１ｆを介した従パチンコ島台Ａ３へのパチンコ玉の送り込みが終了し、次いで、従
パチンコ島台Ａ３の下部貯留タンク２５の第２貯留空間１３２内に貯留されたパチンコ玉
が交流樋１ｄを通って従パチンコ島台Ａ２に送り込まれることで、従パチンコ島台Ａ３の
下部貯留タンク２５の第２貯留空間１３２でのパチンコ玉の貯留が解消される。その後は
、交流樋１ｄを介した従パチンコ島台Ａ３から従パチンコ島台Ａ２へのパチンコ玉の送り
込みが終了すると共に、従パチンコ島台Ａ２の下部貯留タンク２５の第２貯留空間１３２
でのパチンコ玉の貯留が解消されて、前記図１７（Ａ）に示すような状態、即ち、過剰な
パチンコ玉が発生することなく各パチンコ島台Ａ２～Ａ４間でパチンコ玉のやり取りを行
わない状態に戻る。
【００８５】
　以上のように、本実施形態の構成によれば、パチンコ島台Ａ１，Ａ２間、パチンコ島台
Ａ２，Ａ３間、パチンコ島台Ａ３，Ａ４間に架設される補給用及び回収用の交流樋１ａ～
１ｆ（他島補給樋及び他島回収樋）をそれぞれ所定の傾斜角度で１本ずつ設けて、各パチ
ンコ島台Ａ１～Ａ４間のパチンコ玉のやり取りを架設した交流樋１ａ～１ｆの傾斜による
自然落下により行う。これにより、パチンコ島台Ａ１～Ａ４全体としての見栄えを向上す
ることができ、また、玉量検出センサやシャッター装置等の制御部品を設ける必要がない
ので、島交流式玉移送システムにおけるシステム構成の製品単価を抑えることができる。
さらには、このようなシステム構成において、パチンコ島台Ａ３の他島回収樋となる交流
樋１ｄでパチンコ玉が充満した状態でパチンコ島台Ａ４の他島回収樋となる交流樋１ｆか
らパチンコ玉が送り込まれたときには、その送り込まれたパチンコ玉を当該パチンコ島台
Ａ３の玉貯留部となる第２貯留空間１３２で貯留するようになっている。このため、パチ
ンコ玉の玉詰まりによってシステム全体としてのパチンコ玉の玉流れをストップさせてし
まう不具合を回避することができ、結果として、各パチンコ島台Ａ１～Ａ４及びベースタ
ンクＢ間でのパチンコ玉のやり取りを確実に且つスムーズに行うことができる。
【００８６】
　また、上記した構成で、パチンコ島台Ａ４と隣接して配置されるパチンコ島台Ａ３の交
流樋１ｄでパチンコ玉が充満した状態、言い換えれば、当該パチンコ島台Ａ３の上部タン
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ク３３がパチンコ玉で満杯になった状態において、パチンコ島台Ａ４に設置された玉返却
装置５に多量のパチンコ玉が返却されることでパチンコ島台Ａ４の交流樋１ｆから当該パ
チンコ島台Ａ３に向けてパチンコ玉が送り込まれる場合、当該パチンコ島台Ａ３の上部タ
ンク３３からパチンコ玉が溢れることになるが、その溢れたパチンコ玉は、第２オーバー
フロー通路２６を通って下部貯留タンク２５内の第２貯留空間１３２に貯留される。これ
により、パチンコ島台Ａ４に設置された玉返却装置５に多量のパチンコ玉が返却される場
合でも、パチンコ玉の玉詰まりによってシステム全体としてのパチンコ玉の玉流れをスト
ップさせてしまう不具合を回避することができ、結果として、各パチンコ島台Ａ１～Ａ４
及びベースタンクＢ間でのパチンコ玉のやり取りを確実に且つスムーズに行うことができ
る。
【００８７】
　なお、自島補給経路、他島補給経路、及び自島還流経路の玉流れ優先順位については、
実施形態中に記載の構成に限定するものではなく、例えば、他島補給経路、自島補給経路
、自島還流経路、の順番で玉流れ優先順位を高く設定する構成であってもよい。
【符号の説明】
【００８８】
Ａ１　パチンコ島台（主パチンコ島台）
Ａ２，Ａ３　パチンコ島台（中間従パチンコ島台）
Ａ４　パチンコ島台（最遠従パチンコ島台）
Ｂ　ベースタンク（大型貯留タンク）
１ａ，１ｃ，１ｅ　交流樋（他島補給樋）
１ｂ，１ｄ，１ｆ　交流樋（他島回収樋）
３　返却樋
５　玉返却装置
１０　パチンコ機（遊技機）
１２　回収樋（自島回収樋）
１３　下部貯留タンク
２０　玉揚送装置
２０ａ　玉排出樋
２０ｂ　玉排出口
２１　補給樋（自島補給樋）
２２　第１オーバーフロー通路
２５　下部貯留タンク
２６　第２オーバーフロー通路（オーバーフロー通路）
３１～３４　上部タンク
５１　玉振分空間
５２　樋設置空間
５３　揚送装置設置空間
５４　玉送り空間
６１　玉振分板
６２，７２　玉送り通路
６７　落下口
６９　返却通路
９１　玉振分空間
９２　樋設置空間
９３　揚送装置設置空間
９４　玉送り空間
１０１　玉振分板
１０２，１１５　玉送り通路
１０７　落下口
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１０９　玉送り通路
１１２　連通口 
１１３　玉転動板
１１４　玉転動板
１１７　連通口
１１８　接続樋
１２１　第１オーバーフロー樋
１２２　第２オーバーフロー樋
１２３　玉送り通路
１３１　第１貯留空間
１３２　第２貯留空間（玉貯留部）
１４５　第１上部誘導樋
１４６　第２上部誘導樋
１４７　仕切板
１５０　回収通路
１７１　玉合流部

【図１】 【図２】
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